
補強土工法の基本原理とその活用 

講習会 

 

補強土工法が日本に導入されてから 50 年以上が経過し、今後も更なる適用が見込まれています。これ

までの膨大な数の適用事例により、補強土工法を適用するにあたり特に注意すべき点等の知見が蓄積さ

れており、それらの知見は設計・施工マニュアル等に反映されてきました。そのため補強土工法を適用し

始めた初期のころと比較すると、変状などの不具合の発生頻度が減少し補強土工法の信頼性が向上して

きています。一方でいまだに不適格な盛土材の使用や締固め不足等に起因して不具合を起こす補強土も

散見されており、更なる信頼性の向上が望まれています。 

テラグリッド補強土工法研究会は、補強土のメーカーとして良質な補強土工法の普及を目指し、補強土

工法に携わる発注者やコンサルタントの技術者を対象として、補強土工法に関する講習会を企画いたしま

した。これから初めて補強土工法に関わる方から既に何度も補強土工法に携わってきた方まで、補強土

に関わる全ての技術者を対象として、補強土工法の基本から維持管理に関してご説明いたします。また、

補強土工法の課題を解決し長所を活かした「テラグリッド補強土工法」のご紹介をいたします。さらに北見

工業大学の川口貴之教授による補強土工法の最新の研究についてご紹介いただきます。 

業務ご多忙の折とは存じますが、この機会に受講下さいますようご案内申し上げます。 

 

主 催 ：テラグリッド補強土工法研究会（岡三リビック株式会社、東京インキ株式会社） 

後 援 ：北海道土木技術会、（公社）地盤工学会 

日 時 ：2023 年 9 月 28 日（木） 13:55 – 16:30 （受付開始：13：30～） 

場 所 ：TKP 札幌駅カンファレンスセンター ホール 3A  

     （北海道札幌市北区北 7 条西 2-9 ベルヴュオフィス札幌、詳細は次ページを参照ください）  

参加料：無料 

形式： 対面＋web 配信のハイブリッド 

募集人数：会場 100 名＋web 配信*1200 名 （先着順） 

CPD ポイント*2：2.5 ポイント（地盤工学会 CPD プログラム） 

 

講習会内容 

時  間 プ  ロ  グ  ラ  ム 

13:30～13:55 受付 

13:55～14:00 開会の挨拶 

14:00～14:15 
補強土の基本 

【岩崎 凌子： 岡三リビック株式会社】 

14:15～15:00 
ジオセルを用いた補強土工法(テラグリッド補強土工法) 

【原田 道幸： 東京インキ株式会社】 

15:00～15:30 
補強土壁の維持管理（アンカー補強土を中心として） 

【林 豪人： 岡三リビック株式会社】 

15:30～16:30 
補強土工法の更なる発展を目指して取り組んでいる研究の紹介 

【川口 貴之 教授： 国立大学法人北見工業大学】 

16:30～16:35 閉会の挨拶 

*1：Teams ウェビナーでの配信を予定しております。 

*2：web 配信は地盤工学会ＣＰＤプログラムの付与要件に従い証明書を発行いたしますが、地盤工学会以外

の団体のＣＰＤ付与要件については各自にてご確認ください。 



参加申込用紙 

 

講習会名： 補強土工法の基本原理とその活用 講習会 

 

問合せ・申込み先： 

テラグリッド補強土工法研究会 事務局：  岡三リビック株式会社  業務・商品管理部  玉城 宛 

東京都港区港南 1 丁目 8 番 27 号 日新ビル 

TEL： 03-5782-9083       FAX： 03-3450-5377      e-mail： tamashiro@okasanlivic.co.jp 

本紙に必要事項を記入のうえ、e-mail または FAX でお申し込み下さい。 

なお、定員になり次第、締め切らせていだだきます。 

 

受講形式と受講者名 

受講形式 
（いずれかをご選択ください） 

対面     ・    web（teamsウェビナー） 

勤務先  

住  所 
（〒    －      ） 

T E L  F A X  

氏 名 部 署 役 職 メールアドレス 

    

    

    

    

    

  *web 形式での受講をご希望の方には、後日ウェビナー登録手続きのお知らせを電子メールにてお

送りいたします。なおウェビナー登録を行わないと受講できませんのでご注意ください。 

 

 

 

 

会場位置図 


